
★市民の安全で健康な笑顔あふれる暮らしを支えるために
【重点要望事項】
◆医療介護総合推進法に則した医療・介護の充実、地域包括支援センターの機能強化
◆各種検診の受診率向上に向けた取組みの推進
◆危険ドラックの啓発と防止活動の強化
◆利用者の為になるような認定こども園の充実と推進
◆宮っ子ステーションの充実と保護者の負担軽減
【要望事項】
●地域防災計画の見直しと危機管理体制の充実
●地域の防犯体制の充実
防犯カメラの設置、特殊詐欺などの被害対策や事前の被害防止対策の推進
●高齢者の生きがいづくりやポイント制度の充実
●障がい者の社会的自立支援
●生活困窮者への支援
●健康づくりの推進
各地域拠点における健康教室や体力づくり事業の推進
●子ども医療費助成の拡充と国・県のペナルティの見直し要請

★市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために
【重点要望事項】
◆学力・体力の向上と教育の充実
◆ＩＣＴ教育の推進
◆プロスポーツチームの支援と地域との連携強化
◆健康づくりのための生涯スポーツの推進と効果的な機能の配置と環境整備の促進
【要望事項】
●小中一貫教育と地域学校園の充実
●伝統文化の伝承と保存・活用
●通学路の安全対策の充実と交通危険箇所の整備
●耐震化終了後の教育環境充実

★市民の快適な暮らしを支えるために
【重点要望事項】
◆ゲリラ豪雨や突風などの自然災害対策や急傾斜地の安全対策の強化
◆防災・減災対策や災害時の対応強化
◆住宅の耐震化推進
◆空き家の適正管理ならびに有効活用
【要望事項】
●都市緑化の推進
●もったいない運動の推進
●３Ｒの推進
●（仮称）第２エコパークの事業推進
●北清掃センター跡地におけるごみ処理施設の整備推進
●指定廃棄物の適正管理と早期解決に向けての国への要望
●上下水道整備の適宜更新および堅実かつ安定的な経営の強化

★市民の豊かな暮らしを支える活気と活力ある社会を築くため
に
【重点要望事項】
◆地域ブランドの推進と更なる観光交流の推進
餃子、ジャズ、カクテル、自転車など地域ブランドの発信
大谷の観光や市内の文化財・史跡などの活用促進
◆農業王国うつのみやの推進
担い手の確保、地産地消、ブランド力の強化、６次産業化、農地の有効活用など
米価（2014年産概算金）の下落による今後の対策
◆地域農畜産物の支援
自然災害等での迅速かつ効果的な被害対応
◆地元企業や地域産業への支援と人材育成強化
【要望事項】
●企業誘致と雇用の促進
●有害鳥獣被害対策の拡充
●出荷制限にある農畜産物などの制限解除に向けた取り組みの推進
●今後の時代に見合った中央卸売市場のあり方の検討

★都市のさまざまな活動を支える都市基盤の機能と質を高めるため
に
【重点要望事項】
◆中心市街地の活性化と再開発事業の推進
◆市内の均衡ある発展が実現する為の施設整備、各拠点機能充実と定住化促進策の検討
◆東北縦貫道路の（仮称）大谷スマートＩＣの推進と宇都宮ＩＣ周辺の機能充実の促進
◆日光宇都宮道路の（仮称）石那田ＩＣの設置要望と周辺道路整備などの検討
◆道路及び河川等の維持管理業務委託（平常時・緊急時）の導入検討
◆経営基盤強化と地域経済寄与、市場単価に見合った公共積
算単価の設計と雇用安定のための入札制度の推進
【要望事項】
●ＪＲ宇都宮駅周辺の整備と再開発事業の推進
●ＪＲ岡本駅周辺の整備促進
●栃木国体に向けた総合スポーツゾーン周辺の道路整備計画などの検討
●北西部地区の活性化の推進
●公共交通網の整備と道路ネットワークの整備
●安全・安心な自転車道の整備

★持続的発展が可能な都市の都市基盤を確立するために
【重点要望事項】
◆自主防災組織の充実とそれぞれの地域に合った地域防災力の強化
◆地域が一体となった魅力あるまちづくりの推進
まちづくり組織の強化、有能な人材の発掘と育成・活用
【要望事項】
●公会計制度の円滑な導入

⇒1面から最重点要望から

　人口減少・少子高齢社会対策（子育て環境の充実、

高齢者の健康や生きがいづくりなど）に取組み、持

続可能なまちづくりを推進するための様々な施策を

確実に実施すること

　都市拠点や各地域拠点の充実など、ネットワーク型コン

パクトシティ形成に向けた具体的な対策と支援を行うこと

　ＬＲＴ、基幹バス、循環バス、地域内交通などの公共交

通網の整備拡充と公共交通の利便性を推進すること

　北関東中核市における取組の推進や、地方中枢拠点

都市圏構想を考慮した周辺都市との連携を図ること

　安全・安心な都市基盤整備（通学路や自転車・歩行者道）と

強靱化対策を図ること

　ゲリラ豪雨等の雨水・水害対策や突風・竜巻被

害など自然災害への防災と対策を講じること

　知力・徳育・体力の向上と、バランスの取れた

人材育成教育を図ること

　新幹線（はやぶさ）の宇都宮駅停車と今後の

経済・観光などの交流拡大を図ること

　オリンピックや国際大会などへの誘致活動や国・県との

連携を図ることで、海外選手の招聘を実現させること

施設の種類�管理型一般廃棄物最終処分場

埋め立てる物�家庭などから出たごみを焼却し

た後の焼却灰、陶磁器くずなど

の不燃残さ　など

面　　　　積�5.5へクタール以上

埋め立て容量�約29万立方メートル

埋め立て期間�15年間

第２エコパークの計画内容
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